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2024 年 4月～ 6月に、 本誌発行元の平岡幼稚園の

園便りに掲載されたコラムを改編してお届けします。

　

２
０
２
４
年
３
月
に
平
岡
幼
稚
園
の
平
岡
の
森
で
︑
有
志
の
園
児
家

族
を
対
象
と
し
た
親
子
観
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
︒
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と

湧
き
水
が
流
れ
出
る
こ
の
場
所
は
︑
昔
か
ら
た
く
さ
ん
の
サ
ワ
ガ
ニ
が

見
ら
れ
ま
す
︒
昨
年
の
観
察
会
で
は
﹃
誰
が
サ
ワ
ガ
ニ
を
一
番
見
つ
け

ら
れ
る
か
選
手
権
﹄
を
開
催
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
︵
最
高

記
録
５
０
匹
！
︶︒
で
も
・
・
・
今
年
の
選
手
権
で
な
か
な
か
見
つ
か
ら

ず
︑
１
日
目
の
皆
さ
ん
の
最
高
記
録
は
わ
ず
か
４
匹
で
し
た
︒
２
日
目

の
皆
さ
ん
も
序
盤
は
苦
戦
し
て
い
た
の
で
す
が
︑
と
あ
る
水
辺
の
一
角

で
複
数
の
サ
ワ
ガ
ニ
が
見
つ
か
っ
た
の
を
機
に
付
近
を
大
捜
査
し
た
結

果
︑
な
ん
と
か
４
０
匹
超
ま
で
記
録
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

な
ぜ
今
年
は
苦
戦
し
た
の
で
し
ょ
う
？
一
番
の
理
由
は
３
月
に
な
っ

て
も
な
か
な
か
気
温
が
上
が
ら
ず
︑
暖
か
い
日
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒
今
回
︑
サ
ワ
ガ
ニ
が
集
中
的
に
見
つ
か
っ
た

場
所
は
︑
湧
き
水
が
出
て
い
る
所
で
し
た
︒
他
の
場
所
と
比
べ
て
水
温

が
高
い
の
で
︑
サ
ワ
ガ
ニ
が
活
動
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
思

い
返
せ
ば
︑
昨
年
は
サ
ク
ラ
の
開
花
が
記
録
的
に
早
か
っ
た
で
す
ね
︒﹁
生

き
も
の
暦
﹂
は
年
月
日
が
基
準
で
は
な
い
こ
と
を
大
き
く
感
じ
ら
れ
た

観
察
会
と
な
り
ま
し
た
︒

岡
の
森
の
サ
ワ
ガ
ニ

1／『誰がサワガニを一番見つけられるか選手権』の表彰式。賞品はセミの下敷きだ。　2・3／今年は
サワガニを１匹見つけるだけでも苦労した。暖かい日が少なかったことが要因か。春本番になればもっと
簡単に見つかるはずだ。　4／サワガニは、冬の間は巣穴などに潜って冬眠する。春の始動は、その年の
気温によって、ズレがあることをみんなで身をもって感じることができた。

平

1／ゲンジボタル（体長約 1.5 ㎝）。流水環境で発
2／ヘイケボタル（体長 1㎝くらい）　。湿地など
3／平塚市の丘陵地には、わずかだが良好な湿地環
ヘイケボタルの光跡。シャッタースピードを長くして

　

本
誌
３
１
号
の
﹁
第
１
１
回
知
育
ゲ
ー
ム
﹂
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
︑

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
︑
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
は
︑
成
虫
に
な
る
と
口
が
退
化
し
て

し
ま
い
ま
す
︒そ
の
た
め
成
虫
は
長
く
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
︒幻
想
的
で
︑

ど
こ
と
な
く
儚
げ
な
光
は
︑
幼
虫
時
代
に
蓄
え
た
栄
養
を
使
っ
て
作
り

出
し
て
い
る
の
で
す
︒

　

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
出
現
は
５
月
中
旬
ご
ろ
︑
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
は
６
月

の
終
わ
り
ご
ろ
で
す
︒
夜
に
自
然
豊
か
な
丘
陵
地
の
水
辺
を
散
策
す
れ

ば
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒
ち
な
み
に
︑
平
岡
幼
稚
園

で
は
毎
年
７
月
上
旬
に
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
観
察
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

今
年
の
観
察
会
の
様
子
は
次
号
に
て
ご
報
告
し
ま
す
︒

1 2

3 4

1

3
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神
奈
川
県
で
記
録
さ
れ
て
い
る
ホ
タ
ル
科
の
昆
虫
は
１
１
種
︑
湘
南

地
域
で
は
６
種
で
す
︒
こ
の
中
に
は
日
本
の
風
物
詩
と
し
て
愛
さ
れ
て

き
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
︑
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
も
含
ま
れ
ま
す
︒
か
つ
て
は
身

近
に
見
ら
れ
た
両
種
で
す
が
︑
と
り
わ
け
後
者
は
農
薬
や
乾
田
化
の
影

響
を
受
け
て
減
少
が
顕
著
で
す
︵
市
内
で
も
わ
ず
か
な
場
所
に
し
か
見

ら
れ
ま
せ
ん
︶︒ タ

ル
が
舞
う
平
塚
の
里
山
！

　

園
内
の
各
所
に
あ
る
ク
ワ
の
木
︵
ヤ
マ
グ
ワ
と
マ
グ
ワ
︶︒
鳥
な
ど
に

よ
り
種
子
が
被
食
散
布
さ
れ
︑
色
々
な
場
所
か
ら
芽
を
出
し
て
い
ま
す
︒

ク
ワ
の
木
は
︑
初
夏
に
甘
酸
っ
ぱ
い
果
実
を
付
け
ま
す
︒
５
月
の
平
岡

の
森
探
検
で
は
︑
熟
し
た
実
を
食
べ
て
楽
し
み
ま
し
た
︒
ま
た
︑
こ
の

時
期
の
葉
や
枝
に
は
白
い
綿
毛
の
よ
う
な
も
の
が
付
い
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
︒
も
し
こ
れ
が
あ
れ
ば
︑
日
本
最
大
級
の
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
︑

ハ
ラ
グ
ロ
オ
オ
テ
ン
ト
ウ
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
ハ
ラ
グ
ロ
オ
オ

テ
ン
ト
ウ
は
綿
毛
の
主
で
あ
る
ク
ワ
キ
ジ
ラ
ミ
の
幼
虫
を
食
べ
る
か
ら

で
す
︒
体
長
が
１
㎝
く
ら
い
あ
る
の
で
︑
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑

そ
の
大
き
さ
に
驚
く
と
思
い
ま
す
︒

　

ク
ワ
の
葉
は
︑
蚕
︵
カ
イ
コ
︶
の
食
草
で
あ
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
︒

何
年
か
前
よ
り
︑
授
業
の
一
環
と
し
て
ク
ラ
ス
で
蚕
を
育
て
て
い
る
小

学
校
が
あ
る
よ
う
で
︑
ク
ワ
の
葉
を
わ
け
て
欲
し
い
と
い
う
小
学
生
が

何
度
か
来
園
し
た
事
も
あ
り
ま
す
︒
雑
木
︵
ざ
つ
ぼ
く
︶
と
し
て
扱
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
ク
ワ
の
木
で
す
が
︑
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
た
く
さ
ん
の
魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
︒

岡
の
森
の
ク
ワ
（
桑
）
の
木

1／クワの実を収穫する園児。園内のクワの木はほとんどがヤマグワだ。　２／園児の指先ほどあるハラグロオ
オテントウ。　３／収穫したヤマグワの実　４／クワキジラミの幼虫。腹の先から紐状の蝋物質（ロウ糸）を
分泌する。この蝋物質が風に靡いて ”くねくね ”と生きているように動く姿は観察対象としても面白い。　５／
クワキジラミの成虫。アブラムシなどに近い仲間だ。成虫は長生きで優に１年またはそれ以上生きるという。

堀田 佳之介　● 平岡幼稚園 園長執筆

ホ 平

2

4

1 2

3

4

5

生する。点滅はゆっくり（2秒で 1 回くらい）。
で発生する。点滅は早め（1秒で 1回くらい）。
境が残る。大切にしていきたい場所だ。　4／
絞りを大きく開くと幻想的な写真が撮れる。



奈
川
昆
虫
談
話
会
）
で
は
４
９
種
５
５
亜
種
と
な
っ

て
い
る
。
２
０
２
０
年
に
は
ホ
ソ
ツ
ヤ
ル
リ
ク
ワ
ガ

タ
の
新
亜
種
と
し
て
ア
マ
ギ
ゴ
エ
ホ
ソ
ツ
ヤ
ル
リ
ク
ワ

ガ
タ
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
も
分
類
状
況
が
刻
々

と
変
化
し
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
日
本
産
は
４
６
〜

４
９
種
５
５
〜
５
６
亜
種
程
度
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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特集

昭和 35 年小田原市生まれ。玉
川大学文学部卒。神奈川昆虫談
話会会員。幼稚園のころにクワ
ガタの魅力に目覚める。結婚を
機に一度昆虫を離れるが、単身
赴任をきっかけにクワガタを始
めとした甲虫類全般の調査・採
集活動を再開。南西諸島などの
離島を中心に全国を飛び回る。

木崎庸雅

神奈川県の

クワガタムシ

はこねおだわら昆虫館 副館長

Kisaki Tsunemasa

　

神
奈
川
県
に
は
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
仲
間
は
１
８ 

種

（
す
べ
て
が
基
亜
種
）
分
布
し
て
い
る
。
前
述
の
通
り

国
内
で
見
ら
れ
る
ク
ワ
ガ
タ
は
４
６
〜
４
９
種
程
度

な
の
で
、
約
３
／
５
に
あ
た
る
種
が
県
内
で
見
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
北
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
１
０
０

０
ｍ
を
超
え
る
山
々
が
広
が
る
神
奈
川
県
は
、
比
較

的
多
く
の
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
が
見
ら
れ
る
地
域
と
言
え

る
だ
ろ
う
。（
ち
な
み
に
、
最
高
地
点
が
４
０
８
ｍ
の

千
葉
県
に
は
８
種
し
か
分
布
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。）

神
奈
川
県
で
は
何
種
類
？

※
 

亜
種
と
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
地
域
に
特
化
し
た

　

 

形
体
・
生
態
に
進
化
し
、「
種
」
は
同
じ
で
も
異
な
っ

　

 

た
特
徴
が
見
ら
れ
る
個
体
群
の
こ
と
。

監修：木崎庸雅（はこねおだわら昆虫館 副館長 ）

この特集で使われている標本写真は神奈川県産のものとは限りません。



　

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
分
類
は
、
成
虫
や
幼
虫
の
さ
ま

ざ
ま
な
部
位
の
形
や
D
N
A
な
ど
を
加
味
し
て
行
わ

れ
る
が
、
そ
の
線
引
き
は
研
究
者
に
よ
っ
て
見
解
が

異
な
る
。
た
と
え
ば
２
０
１
９
年
発
行
の
『
日
本
の

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
』（
む
し
社
）
で
は
日
本
産
は
４
６
種

５
５
亜
種　

、『
神
奈
川
県
昆
虫
誌
２
０
１
８
』（
神
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オオクワガタ

実
は
い
ろ
い
ろ
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
姿

Dorcus hopei binodulosus

　

ク
ワ
ガ
タ
と
い
え
ば
、
身
近
で
も
見
ら
れ
る
コ
ク

ワ
ガ
タ
や
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
を
思
い
浮
か
べ
る
人

が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
中
に
は
、
と
て
も
ク
ワ
ガ

タ
と
は
思
え
な
い
姿
を
し
て
い
る
も
の
が
い
る
こ
と

を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？ 

た
と
え
ば
マ
グ
ソ
ク
ワ
ガ
タ

と
い
う
種
は
、
ク
ワ
ガ
タ
の
象
徴
と
も
い
え
る
雄
々

し
い
ハ
サ
ミ
状
の
大
顎
（
お
お
あ
ご
）
が
ほ
と
ん
ど

な
い
。
標
高
の
高
い
山
地
に
生
息
す
る
ル
リ
ク
ワ
ガ

タ
の
仲
間
は
、
宝
石
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
。

マ
ダ
ラ
ク
ワ
ガ
タ
と
い
う
種
は
、
な
ん
と
テ
ン
ト
ウ

ム
シ
よ
り
小
さ
く
、
体
長
５
ミ
リ
程
度
し
か
な
い
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
神
奈
川
県
で
見
つ
か
っ
て
い

る
も
の
だ
。
県
内
だ
け
で
も
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
形

の
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
仲
間
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
ぜ

ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
本
産
の
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
は
何
種
類
？

　
今
号
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
気
を

集
め
る
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
特
集
で
す
。
は
こ
ね
お
だ

わ
ら
昆
虫
館
副
館
長
の
木
崎
庸
雅
氏
所
蔵
の
標
本
を

撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
神
奈
川
県
内
で
見
ら
れ
る

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
全
種
図
鑑
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
同

氏
監
修
の
も
と
簡
単
な
解
説
も
加
え
、
眺
め
る
だ
け

で
も
楽
し
め
る
県
内
産
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　  （
編
集
部
）

特
集
　
神
奈
川
県
の
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
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2. ミヤマクワガタ

体長 ♂29～78㎜、♀25～46㎜。成虫の活動期は6 月～9 月中旬。
灯火によく集まる。前種と同様、羽化後休眠する。活動した個体
は冬は越さない。暑さに弱く、比較的標高の高い場所に生息。幼
虫は枯れ木の根にいることが多い。幼虫期間は 2 ～ 3 年。

体長 ♂25 ～ 77 ㎜、♀25 ～ 42 ㎜。県内のほぼ全域に分布し、最も身近に見られる種のひとつ。成虫は、全体的に赤味を帯びる。秋
ごろに羽化してそのまま休眠し、翌年の梅雨から 7 月下旬あたりに出てきて活動する。活動した個体は冬は越せない。灯火によく集
まる。幼虫はある程度の湿度を好むようで、枯れ木の根の部分や、倒木なら地面と接する下の方にいることが多い。幼虫期間は 1年。
幼虫時代の餌の量や質、温度などの条件により、オスの大顎の長ささや形が大きく変わる（写真 a~c）。

3. ヒラタクワガタ

体長 ♂19 ～ 75 ㎜、♀28 ～ 41 ㎜。成虫の活動期は 5月～ 9 月頃。
5 年くらい生きる個体も。県内広くに分布し、河川敷でよく見つ
かるが数は多くない。オスの大顎には鋸歯がある。メスと小型の
オスには強い光沢。幼虫は枯れ木の根にいることが多い。

Lucanus maculifemoratus maculifemoratus

Prosopocoilus inclinatus inclinatus

Dorcus titanus pilifer

頭部に耳状の突起

太い大顎

強い光沢

新鮮な♂には
金色の微毛

先端と内歯の間に鋸歯

♀は強い光沢

直線的な大顎

根元近くに大きな内歯

1. ノコギリクワガタ

a b c ♀

背面全体に点刻

光沢は少ない

♂♀ともに全体的に赤みを帯びる

湾曲する
湾曲する
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5. ヒメオオクワガタ

体長 ♂29 ～ 58 ㎜、♀26～ 42 ㎜。神奈川県では丹沢、箱根山地の
標高 1,000m 以上の場所に生息する。成虫の活動期は 6 月上旬～
10 月上旬。クワガタの多くは夜行性だが本種は昼行性。ヤナギな
どの樹液に集まる。幼虫は枯れ木の固い部分を食べる。

4. オオクワガタ

体長 ♂21 ～ 76 ㎜、♀22 ～ 50 ㎜。飼育下では 90 ㎜を超えることも。
神奈川県では記録が少ない。成虫は昼間は太い木の洞（うろ）の中に
いることが多い。5 ～ 6 月あたりから活動を始める。成虫期は２～３年。
幼虫は立ち枯れした木や倒木の中にいる。メスは上翅に筋がある。

Dorcus montivagus montivagus

Dorcus hopei binodulosus

6. アカアシクワガタ

体長 ♂23 ～ 58 ㎜、♀25～ 40 ㎜。腹側が赤いのが特徴。県内では
標高の高い場所で見られる。個体数はそれほど多くはないが、条
件の良い場所では一本の木に 100 匹以上集まっていることも。成
虫の活動期は 6 月～ 10 月頃。ヤナギの枝先などの樹液に集まる。

Dorcus rubrofemoratus rubrofemoratus

神奈川県のクワガタムシ全種図鑑

ノコギリクワガタ /ミヤマクワガタ /ヒラタクワガタ /オオクワガタ /ヒメオオクワガタ /アカアシクワガタ

01

大きな内歯

小型♂と♀には
スジと光沢

スジはない ♂♀ともに腹部と脚の根元が赤い

大型個体は内歯が 3つ

えぐれる

えぐれる

根元が太い

外側に反る

小型は内歯が
根元側にある

小型はえぐれ
ない個体も
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9. ミヤマツヤハダクワガタ

体長 ♂14 ～ 23 ㎜、♀14 ～ 16 ㎜。神奈川県では丹沢山地の標高
1,000m 以上の場所で見られる。幼虫期間 2 年くらい。赤腐れの朽
ち木（色が赤っぽい朽ち木）を好む。成虫は何も食べない。場合
によっては朽木の外に出ることなく一生を終えることもある。

10. チビクワガタ

体長 9 ～ 16 ㎜。神奈川県では 2012 年に相模原市南区で発見され
たが、県内の他所では見つかっていない。材の移動により移入し
た可能性もある。成虫は肉食性で、主に朽木の中で生活する。外
見だけではオスかメスかを見分けるのは難しい。

Ceruchus lignarius monticola Figulus binodulus

8. スジクワガタ

体長 ♂13 ～ 39 ㎜、♀14 ～ 24 ㎜。コクワガタに似るが、上翅にス
ジがあることで見分けられる。大型のオスは上翅のスジが消失す
るが、内歯が２つあるので判別は可能（写真左）。県内では山地部
に多い。成虫の活動期は 5 月下旬～ 10 月頃まで。

7. コクワガタ

体長 ♂17 ～ 54 ㎜、♀22～ 33 ㎜。国内で最もよく見られる種。成
虫の活動期は 5 月～ 10月中旬。都市部の公園などでも見られ、灯
火によく集まる。小型のオスは大顎の内歯が消失する。メスの胸
部のみ光沢がある。幼虫は乾燥してる環境にも強い。

Dorcus striatipennis striatipennisDorcus rectus rectus

前方寄りに内歯 2つの内歯（大型個体）

小型♂と♀にはスジ大型♂ではスジは消失

湾曲する

小型♂では内歯が消失

直線的
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11. ネブトクワガタ

体長 ♂11 ～ 33 ㎜、♀14～ 18 ㎜。大顎の根元が太く、前翅に明瞭
なスジがある。成虫は 6～ 9 月に出現。広葉樹だけでなく針葉樹
の樹液にも集まる。幼虫は赤腐れの朽ち木（色が赤っぽい朽ち木）
を好む。県内に現存する正式記録は 1954 年横須賀市の 1例のみ。

12. オニクワガタ

体長 ♂14～ 27㎜、♀16～ 23㎜。神奈川県では標高 800m 以上の
丹沢・箱根山地にのみ生息する。成虫は、お盆の時期の前後２週
間くらいに多く見られる。灯火に来ることもある。成虫は何も食
べない。幼虫は白腐れの朽木（色が白っぽい朽木）を好む。

13. マダラクワガタ

体長 ♂4～ 7㎜、♀4～ 6㎜。国産のクワガタムシの中で最も小さ
い。成虫・幼虫ともに赤腐れの朽ち木（色が赤っぽい朽ち木）に
いることが多い。県内では箱根・丹沢山地に分布する。成虫は摂
食しないと思われるが、その生態はまだあまり解明されていない。

14. マグソクワガタ

体長 ♂7～ 8㎜、♀8～ 9㎜。顎は極小で、コガネムシの仲間のよ
うだが、幼虫はクワガタ類の特徴を持つ。県内では相模川の一角
でしか見つかっていない。GWの頃にメスを探して飛び回る。幼虫
は河川敷の砂に埋もれた朽木の中で生活。成虫は何も食べない。

Aesalus asiaticus asiaticus Nicagus japonicus

Aegus laevicollis subnitidus Prismognathus angularis angularis

神奈川県のクワガタムシ全種図鑑

コクワガタ /スジクワガタ /ミヤマツヤハダクワガタ /チビクワガタ /ネブトクワガタ /オニクワガタ /マダラクワガタ /マグソクワガタ

02

2 つの内歯（大型個体）

大顎の根元が太い

♂♀ともに明瞭で太いスジ

大顎は横から見ると
上に反っている

♂より小さい

♀は黒褐色

縁がギザギザ

♂より短い

小さい大顎

♂

♂よりさらに大顎が小さい
（この写真では見えない）

♀

大顎は極小で
ほとんど見えない

♂ ♀
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ルリクワガタ /ホソツヤルリクワガタ /コルリクワガタ /トウカイコルリクワガタ
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18. トウカイコルリクワガタ

体長 ♂8 ～ 12 ㎜、♀8 ～ 11 ㎜。県内では丹沢・箱根山地の標高
1,000m 前後に分布する。コルリクワガタとは外形が酷似する。成
虫は樹木の新芽に集まるが、なぜか本県では観察例がほとんど得
られていない。幼虫は地面に接する細めの朽ち木で見られる。

17. コルリクワガタ

16. ホソツヤルリクワガタ15. ルリクワガタ

体長 ♂9～ 12㎜、♀8～ 11㎜。県内で本種が初めて見つかったの
は 2012 年、丹沢山地である。他県では標高 1,000 m 前後に生息
するが、本県では例外的に標高 500mあたりに生息する。幼虫は
地面に接する細めの朽木で見られる。

体長 ♂9 ～ 13 ㎜、♀8～ 12 ㎜。神奈川県では標高 1,000m 前後に
分布する。ルリクワガタに似るが、やや細身で光沢が強く、大顎
の根元がえぐれていることなどで区別できる。幼虫は、地面に接
しない細めの朽木を好む。

体長 ♂9～ 13㎜、♀9～ 12㎜。神奈川県では標高 1,000 m前後に
分布する。ホソツヤルリクワガタに似るが、より光沢が弱く、大
顎の根元がえぐれないことなどで区別できる。幼虫は地面に接し
ない太めの朽木を好む。

Platycerus takakuwai takakuwaiPlatycerus acuticollis

Platycerus kawadaiPlatycerus delicatulus delicatulus

03

大顎の根元はえぐれない 大顎の根元がえぐれる

ルリクワガタより強い光沢

尖らない

尖る尖る

尖らない
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クワガタムシのことをもっと知りたい人におすすめの本

『クワガタムシハンドブック 増補改訂版』（文一総合出版）1,980 円

『日本のクワガタムシ ポケット図鑑』（むし社）509 円

『BE-KUWA』（むし社）1,540 円　※ 年 4回発行のクワガタ専門誌

　
ク
ワ
ガ
タ
類
は
幼
虫
の
飼
育
方
法
が
確
立
さ
れ
、

繁
殖
が
容
易
に
な
っ
た
種
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
個

体
は
、
安
易
に
野
外
へ
放
出
し
な
い
よ
う
十
分
に
注

意
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。
我
が
国
に
は
、
同
種
で
も
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
特
徴
を
持
つ
種
類
が
多
く
、
そ

れ
ら
が
交
雑
し
て
し
ま
う
と
、
元
々
の
生
態
系
を
乱

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
最
近
は

外
国
産
の
ク
ワ
ガ
タ
も
簡
単
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ

た
。
飼
育
す
る
場
合
は
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ
、

と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

人
気
の
分
類
群
だ
け
に…

　
神
奈
川
県
で
は
「
絶
滅
」
扱
い
と
な
っ
て
い
る
ネ

ブ
ト
ク
ワ
ガ
タ
で
あ
る
が
、
近
隣
の
都
県
で
は
見
ら

れ
る
た
め
、
再
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
は
県
内
で
は
近
年
の
記
録
が
極
め
て

少
な
い
種
で
あ
る
。
も
し
県
内
で
見
つ
け
た
場
合
は
、

地
域
の
博
物
館
等
に
連
絡
を
し
て
欲
し
い
。（
そ
の

場
合
は
現
物
を
持
ち
込
む
こ
と
が
必
須
で
あ
る
）

見
つ
け
た
ら
報
告
を
！

右／ネブトクワガタ
左／オオクワガタ

アカアシクワガタ
Dorcus rubrofemoratus rubrofemoratus

オニクワガタ
Prismognathus angularis angularis
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① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月下旬
③ 秋山颯汰

ホソミイトトンボ♂
同定：―
備考：県 RDB情報不足

① 小田原市久野
② 2024 年 4月下旬
③ 堀田來佳

ムカシトンボ♂
同定：―
備考：―

　写真と「撮影年月日」「撮影場所」「発見者」
を添えて、下記にてお気軽にお送りください。
　種名が分からなくてもOKです。

※ 対象地域は神奈川県です。
※ 期間外の写真を掲載することもあります。
※ この図鑑は編集部の責任で作成しています。誤りは判明次第訂正します。
※ 同定者名の記載のあるもの以外は編集部（堀田佳之介）が同定しており、
　 性別や齢数は分かる範囲で付記しています。

　平岡幼稚園の園児・教職員と、地域の皆さんからの投稿
写真を季節毎に掲載する、タイムリーな生きもの図鑑です。
　　【図鑑の見方 ： ① 場所 ・ ② 年月 ・ ③ 氏名】

どなたでも投稿できますどなたでも投稿できます

投稿用メールQRコード
 ikimono@hiraoka-kg.com

みんなでつくる生きもの図鑑  索引
湘南自然誌PDF版

送付先

過去の記録検索

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 矢島夢姫

オオシオカラトンボ♂
同定：―
備考：未熟個体

生
2024 年 3月～5月 春
きもの図鑑

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 4月下旬
③ 堀田佳之介

ヤブヤンマ♀
同定：―
備考：羽化直後

① 南足柄市
② 2024 年 4月中旬
③ 露木和男

アサヒナカワトンボ伊豆個体群
同定：―
備考：交尾中
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① 平岡幼稚園内
② 2024 年 3月中旬
③ 佐藤里帆

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 3月中旬
③ 小林桜花

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 4月上旬
③ 髙野瑞喜

クロスジギンヤンマ羽化殻
同定：―
備考：口部の形状により
　　　同定

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月上旬
③ 古谷颯真

ギンヤンマ羽化殻
同定：―
備考：口部の形状により
　　　同定

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 髙野瑞喜

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 矢島夢姫

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 佐藤里帆

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 原優惺

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 井上愛菜

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 清水彩葉

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 門倉あん

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 笠煌大

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 佐々木大我

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 4月中旬
③ 梅澤來心音

ショウジョウトンボ♀
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 渡邉巴南

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 秋山颯汰

オニヤンマ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 一瀬希織

オオシオカラトンボ羽化殻
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 石黒睦斗

オオシオカラトンボ未熟♂
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月中旬
③ 一瀬希織

ショウジョウトンボ♀
同定：―
備考：未熟個体

① 秦野市戸川
② 2024 年 5月上旬
③ 志澤歩佳

ヤブキリ幼虫
同定：―
備考：―

① 南足柄市
② 2024 年 4月中旬
③ 露木和男

Davidius sp.♀
同定：―
備考：ダビドサナエ or
　　　クロサナエ

① 平塚市土屋
② 2024 年 4月下旬
③ 露木和男

ハラビロトンボ♀
同定：―
備考：県 RDB要注意種

① 平塚市土屋
② 2024 年 4月中旬
③ 露木和男

ヤブキリ幼虫
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 3月中旬
③ 浮田剛希

ケラ
同定：―
備考：県 RDB要注意種
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① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月上旬
③ 山口穂葉

トビイロツノゼミ
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月上旬
③ 津田瑛翔

ミンミンゼミ幼虫
同定：―
備考：死体

① 平塚市岡崎
② 2024 年 5月中旬
③ 下田梨々美

チョウセンカマキリ古卵鞘
同定：―
備考：―

① 伊勢原市高森
② 2024 年 4月下旬
③ 志澤宏一

コクワガタ♂
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月上旬
③ 原結莉華

セアカヒラタゴミムシ
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 5月上旬
③ 川口紫雲

ヒメオビオオキノコ
同定：―
備考：園内初記録

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 3月下旬
③ 磯田結月

ヒラタハナムグリ
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 3月下旬
③ 永井樂

ナナホシテントウ
同定：―
備考：―

① 平塚市片岡
② 2024 年 5月上旬
③ 大澤康子

ハラグロオオテントウ
同定：―
備考：―

① 平塚市岡崎
② 2024 年 4月中旬
③ 志澤秀祐

マルカメムシ
同定：―
備考：―

① 平塚市上吉沢
② 2024 年 5月上旬
③ 高橋茂

ヨコヅナサシガメ
同定：―
備考：国外外来種

① 秦野市羽根
② 2024 年 5月中旬
③ 小松望結

キマダラカメムシ
同定：―
備考：国外外来種

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 4月中旬
③ 井上愛菜

シロヘリクチブトカメムシ
同定：―
備考：―

① 平塚市めぐみが丘
② 2024 年 5月上旬
③ 高橋茂

ジョウカイボン（伊豆亜種）
同定：―
備考：―
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① 平塚市岡崎
② 2024 年 4月上旬
③ 海老澤顕寿

ツチイナゴ
同定：―
備考：―

① 平岡幼稚園内
② 2024 年 3月中旬
③ 横田隼也

オオカマキリ古卵鞘
同定：―
備考：―

① 平塚市岡崎
② 2024 年 5月下旬
③ 志澤秀祐

トノサマバッタ幼虫
同定：―
備考：―

① 小田原市久野
② 2024 年 4月下旬
③ 堀田來佳

トゲナナフシ幼虫
同定：―
備考：―

① 小田原市久野
② 2024 年 4月下旬
③ 堀田來佳

モンキツノカメムシ
同定：―
備考：―

① 相模原市緑区佐野川
② 2024 年 5月中旬
③ 武末範子

ウバタマムシ
同定：―
備考：県 RDB準絶滅危惧

① 平塚市高根
② 2024 年 5月中旬
③ 武末範子

クロハナムグリ
同定：―
備考：―

① 平塚市岡崎
② 2024 年 5月下旬
③ 海老澤顕寿

ケラ
同定：―
備考：県 RDB要注意種

① 平塚市上吉沢
② 2024 年 5月下旬
③ 露木和男

クロハナムグリ
同定：―
備考：―

① 真鶴町真鶴
② 2024 年 4月下旬
③ 富岡誠一

イソジョウカイモドキ♂
同定：―
備考：県RDB絶滅危惧Ⅱ類


